
○ 乳児等通園支援事業は、国の「こども未来戦略」に基づき、全てのこどもの良質な成育環境を整備するとともに、全ての子育て

   家庭に対して、多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支援を強化することを目的に創設された。

児童にとって家庭とは異なる経験（集団生活等）を通じて、家族以外の人とかかわる機会をつくる。

孤立感や不安感を抱える保護者の負担感を軽減する。

保育者から児童の良いところや成長等を伝えられることで、児童と保護者の関係性をより深める。

○ ０歳６か月～満３歳未満の児童に適切な遊び及び生活の場を与えるとともに、児童及びその保護者の心身の状況及び養育環境を

把握するための保護者との面談並びに保護者に対する子育てについての情報の提供、助言その他の援助を行う事業である。

令和８年度佐世保市乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）について

令和6年6月に成立した児童福祉法及び子ども・子育て支援法の一部を改正する法律により、月一定時間までの利用
可能枠の中で就労要件を問わず時間単位等で柔軟に利用できる新たな通園給付として、乳児等通園支援事業を創設。
【R7.4.1 制度化⇒地域の実情に応じて実施、R8.4.1 給付化⇒全ての自治体での実施が必須（全施設ではない）】
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制度の概要
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制度の目的
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令和８年度佐世保市乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）について
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事業実施までのフロー

●令和７年度は児童福祉法に基づく事業として「認可」のみ必要であったが、

令和８年度からは子ども・子育て支援法に基づき、「乳児等のための支援給付」となるため

「認可」に加えて「確認」が必要となる。

●令和７年度に開始した施設で、引き続き「余裕活用型」事業で実施する場合は、

「認可」は不要で、「確認」のみ必要となる。

R8事業者
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次頁に詳細
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令和８年度佐世保市乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）について
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意見聴取について

乳児等通園支援事業の「認可」「確認」を行う場合には、関係法令（下図参照）に基づき「佐世保市子ども・
子育て会議」に意見聴取を行うこととされている。

認可 確認

根拠法令 児童福祉法 子ども・子育て支援法

位置づけ
人員配置や面積など施設・事業に必要な
基準を満たしているか判断を行うもの。

会計処理や情報公開などの基準を満たし、
給付対象施設・事業者として適格か判断を
行うもの。

国の基準
乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基
準

市の基準
（国の基準に準拠）

佐世保市乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例

佐世保市特定乳児等通園支援事業の運営に
関する基準を定める条例

⇒各申請施設の基準への適合状況について、本市で審査を行ったのちに、その審査状況・結果について意見を
求めるもの。

意見聴取にあたっては、乳児等通園支援事業の認可等について（令和７年２月２６日こ成保発第１５４号）第１の２の
（３）のアの③に基づき、書面決議による形式としたい。

＜認可と確認＞



令和８年度佐世保市乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）について

【実施対象施設】保育所、認定こども園、幼稚園など

【 利 用 料】 子ども一人１時間当たり300円を標準とする。

【 給付単価】

基本分単価…右表の年齢別単価×延べ利用時間

加算分単価…加算項目別に設定

※次ページに詳細を記載

事業の概要（令和８年度）

4

年齢 こども一人１時間当たり単価

R7年度 R8年度

０歳児 1,300円 1,700円

１歳児 1,100円 1,400円

２歳児 900円 1,400円

実施施設数 ２１施設
(うち１０施設で受入あり)

利用認定者数 １２４名

事前面談者数 ４９名

実利用人数 ７６名

延べ利用人数 １４６名

利用時間総数 ３１６時間
２１０時間 (0歳児)

７４時間 (1歳児)
３２時間 (2歳児)

事業実施状況（令和８年１月末時点）
事前面談の予約や

申込はシステムを使用
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実施方法

余裕活用型 既存の職員配置・施設基準で在園児と合同（同じ部屋）で預かる方法で実施
※預かる人数は配置基準内

一般型（在園児合同） 専任職員を配置し、在園児と合同（同じ部屋）で預かる方法

一般型（専用室独立） 専任職員を配置し、専用室で預かる方法

職員配置基準

余裕活用型 保育所等における既存の保育室および職員配置の範囲内で実施することから、
現行の市基準のとおり

一般型 乳児等通園支援従事者（保育士または乳児等通園支援に従事する職員として研修を
修了した者）であり、１／２以上は保育士とし、２名を下回ってはいけない。
ただし、次の要件に該当する場合は１名とすることができる。
●保育所等と一体的に実施され、当該保育所等の職員からの支援を受けられる場合で
あり、乳児等通園支援従事者が保育士である場合

●利用乳幼児の人数が３人以下であり、保育所等の保育室等（在園児と合同の部屋）に
おいて実施され、当該保育所等の職員が保育士である場合
※乳児等通園支援従事者は保育士でなくてもよい。

以下の３パターンから選択のうえ実施していただくことを想定しています。
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